《受付突破スクリプト》

【受付での第一声】
こんにちは。
いつもお世話になっております。
わたくし、○○○○と申します。
大変お忙しいところ恐縮ですが、
今日はコチラ（①受付突破テンプレート）の調査協力のお願いで
伺わせていただきました。
ほんの数分でかまいませんので、
是非！先生にお会いしたいのでお取次ぎいただけませんか？

【先生への依頼】
先生、お忙しいところありがとうございます。
今日は、コチラの“Googleレビュー対策を通じた集患など”に関しての
全国調査をさせていただいておりまして、本日、伺わせていただきました。
先生のクリニックでは、口コミリスクに関して、
どのように考えていらっしゃるか分かりませんが、実際、海外や、
近隣のクリニックでの損害状況から無視できない状況になってきております。
ということから、本日、ぜひ10分程度の調査へのお時間をいただけませんか？
ご無理なようでしたら別日にあらためさせていただきますが、いかがでしょうか？
○○先生、何か迷惑をおかけする売込みではございません。
ぜひ、お願い致します。

▶10min口コミリスク調査アプローチコンテンツでアプローチ◀

【POINT】
・①最初からうまく喋れると思わない（自身にプレシャーをかけない）。
・②まず、ゆっくりと目線を合わせ、笑顔で話す。
・③かならず、マスクをつけて訪問。
・④断られても慌てず、「そうなんですね」と、しっかりと目線を合わせて回答する。
　そして、一呼吸おいて「先生、このような調査に応じていただき、
本当にありがとうございました」と一言。続いて、
　「また、我々の会としますと、税理士や、コンサル企業と違った角度の多方面に
わたる情報を提供させていただいておりますので、近隣に立ち寄らせていただいた際に、受付の方にそういった定期通信をお届けさせていただいてもよろしいでしょうか？」と許可をいただいて帰る
・⑤サンキューレター（手書きハガキ）

　➡継続訪問に持込む（2週間に一度程度）
　➡およそ、１～2ヶ月程度で再度、面談を依頼し、
　継続訪問の資料の感想を聞くことをきっかけに、コストカット（電力・MS-RDK）
　でフックをかけてみる。（かかった場合は財務戦略コンテンツを使用）　
